




















































































































１日 19 13 2 1 0 2 13 1 0 0
半日 28 5 5 0 3 5 5 11 0 4
90分～150分 8 3 0 0 0 0 3 1 3 0
40分～70分 83 39 7 1 7 5 39 14 1 1
30分 50 7 0 3 5 9 7 16 4 9
15分～20分 69 1 2 10 31 18 1 4 2 17
10分以下 219 0 4 57 148 33 0 3 3 16
計 476 68 20 72 194 72 68 50 13 47
表２　平成25年度幼稚園教育実習における設定保育から学んだこと（実習生129人中）
内容 人数 内容 人数 内容 人数
臨機応変 31 展開力 7 約束事 2
計画・準備の重要性 26 ねらい 6 子どもの主体性 2
子ども理解 25 細かい配慮 6 姿勢 2
声掛け 18 メリハリ 6 自信をつける 2
全体を見る 16 導入 6 積極性 2






自分が楽しむこと 13 教材研究 5
子どもの行動の予測 10 子どもの関心 4
シュミレーション 9 挑戦力 4


























































































































































































































































今後工夫の必要な点 人数（延） 今後工夫の必要な点 人数（延）
声掛け 31 対話のなさ 6
表情の乏しさ 21 声のトーン 7
子ども達への目線 19 全体への配慮不足 7
環境構成 15 教材提示の方法 3
声の大きさ 13 時間配分 2
自信のなさ 8 練習不足 2
保育者の立ち位置 8 説明への配慮 2
自分の癖の理解 8
自分の動きの不足 8
116
かにするものであったが，最も効果があったのは，緊張
せずに自信を持って設定保育をすることの大切さを学生
が認識したこと，学生自身が自分の良さを再確認できた
ことではないかと考える。いくら設定保育の準備をし，
指導計画案を作成して実習に臨んでも，実際の子ども達
を目の当たりにするとその準備や計画は，どんどん子ど
も達によって変化されていく。そのような中でも，実習
生が臨機応変に判断対応し，実習生自身が楽しく設定保
育ができた，子ども達と一緒に楽しめた，何よりも子ど
も達が楽しんでくれたという実感を知るきっかけにこの
授業がなるために更に工夫を重ねていく必要がある。次
なる課題は，学生が自己の姿を勇気を持って観察，解
釈，省察できる力を引き出していくことにあると考え
る。
註
　本授業では，助手の黒水るみこ先生の多大なるご協力
を頂いた。この場を借りて先生に感謝の念を表したいと
思う。
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